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ＴＴ・少人数指導  
 
                                   理科・英語科 
Ⅰ 理科ＴＴ 
 
１．はじめに 
 近年、「中１ギャップ」といわれるように中学校
入学に伴う学習環境の変化により、授業についてい
けなくなることが課題となっている。理科の授業に
おける「中１ギャップ」の原因には、①定性的な学
習から定量的な学習、②作業的な学習から思考的な
学習、③スキルが求められる実験への学びの変化に
適応できないことなどが考えられ、本校理科におい
ては対応策の一つとしてＴＴ（ティームティーチン
グ）を取り入れている。理科の授業を実施するにあ
たり、全授業ＴＴを実施したいところではあるが、
非常勤講師の時数の関係により、今年度は昨年度同
様に１年生の物理・化学分野の授業のみで取り入れ
ることにした。これにより、基礎となる実験技能の
習得、安全面への配慮を中学１年生のうちにしっか
りと定着させることができると考えた。 
 
２．ティームティーチングの実際 
(１) 教師による演示 
Ｔ１が説明してＴ２が実験器具を示すパターン
や、Ｔ１とＴ２の二人で協力して演示実験をする
パターンなど、教師が二人いることで演示できる
内容の幅が広がる。 
(２) 教師が説明をしている時 
Ｔ１が全体に説明し、Ｔ２は生徒を観察し必要
に応じて支援する。Ｔ２が支援する生徒は、課題
や説明を理解できていない生徒が主である。 
(３) 班ごとに実験を行っている時 
Ｔ１とＴ２で全体を机間指導することで、疑問
が生じたり質問したいことがあったりする生徒は
すぐに教師に相談できる。当然、その疑問や質問
が他の生徒にも生じるものであると教師が判断す
れば全体で共有する。（写真１） 
(４) 安全面で注意の必要な実験 
例えば、火を使うような実験ではＴ１とＴ２で
支援する班を決めて机間指導する。これにより、
教師１人当たりが見る生徒の人数が少なくなり、
よりきめ細かく支援することができる。また、Ｔ
１とＴ２の立ち位置が教室の対角になるようにす
ると教師の死角を少なくすることができるので、
生徒の実験操作の誤りなどにいち早く気付き危険
を回避できる。 
 
写真１ 力の大きさとばねののびに関する実験 
 
３．成果と課題 
(１) 成果 
① 中学校で初めて使う実験器具を扱う際に、口頭
での説明や演示での説明には限界があり、実験操
作を行っている生徒に修正点を直接指導するのが
最も効果的である。ＴＴにより、直接指導する機
会を多くすることができ、生徒の実験技能の向上
を図ることができた。また、実験技能のパフォー
マンステストを行う際には、教師が二人同時にテ
ストを行うことができるので効率よくパフォーマ
ンステストを進めることができた。 
② 実験の予想や考察の場面では、自分の考えを言
葉で説明することを苦手とする生徒や課題の把握
ができていない生徒へきめ細かく支援することが
できた。 
③ 作図やグラフの作成など、留意点が数多くある
作業では、誤りやつまずきのある生徒にすばやく
対応することが出来た。 
④ 実験の準備や後片付けを二人の教師で行うこ
とができる。そのため、授業時間内で生徒に行わ
せる準備や片付けを最低限にでき、生徒の活動す
る時間をより多く確保することができた。また、
複数の学年の授業が連続する際に、授業準備の切
り替えがうまくいかないことがあるが、Ｔ２がい
ることによりスムーズに行うことができた。 
 
(２) 今後の課題 
事前に授業での動きを十分に打ち合わせることが
できず、ＴＴの良さを生かしきれなかった授業もあ
った。非常勤講師と常勤職員間の連携を密に行い、
先を見通した授業準備を心掛けることが、ＴＴにお
いてはより必要となることが課題として挙げられ
る。 
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Ⅱ 英語科少人数指導 
 
１ はじめに 
 外国語学習においては、「聞くこと」、「読むこと」、「話
すこと［やり取り］」、「話すこと［発表］」、「書くこと」の
５領域ごとに設定された目標の実現を目指し、コミュニケ
ーション能力を総合的に育成することが重要である。本校
英語科では、個に応じた指導の機会を増やし、コミュニケ
ーション活動の場をできるだけ多く設定するために、平成
15 年度から３年生の授業において少人数指導やティー
ム・ティーチングを継続してきた。しかしながら、小学校
英語の導入に伴い、中学入学の時点である程度はコミュニ
ケーション活動に慣れていることや、逆に１年生の段階で
英語学習に苦手意識を持ち、つまずいてしまう生徒が多く
いることなどを考慮して、今年度は１年生の授業に少人数
指導を導入することにした。これにより、早い時期からよ
り多くの発話機会を生徒に与え、他者とのコミュニケーシ
ョンに焦点を当てて指導することを目指した。 
 
２ 少人数指導の実際 
 学習集団は１つの学級の生徒を２つの集団に分け、１集
団が１８～２０名になるようにしている。習熟度別のクラ
ス編成ではなく、出席番号の前半・後半をベースに男女比
を考慮して機械的に分け、いずれのクラスもほぼ同質な集
団になるようにした。指導者については、英語科の専任教
員と非常勤講師がペアになって１つの学級を受け持ち、前
期・後期で担当を入れ替えることにした。今年度の担当者
は以下のとおりである。 
 
表１ 少人数指導の担当者（網掛けが専任教員） 
 
 少人数指導により、一斉指導（38 人）での授業に比べ、
授業形態を弾力的に運用することができる。ペアや小グル
ープでの活動、スピーチ活動、インタビュー活動、発表活
動など、言語材料に応じて様々な形態をとる際に、個々の
活動状況が把握し易く、きめ細かな指導が可能になる。ま
た、人数が少ないことで生徒一人あたりの活動時間や発表
時間を多く確保することができ、自己表現の機会を増やす
ことができる。また、複数の指導者が関わることで、それ
ぞれの持ち味を活かした指導が可能になり、生徒が多様な
学習方法で学べるという利点もある。 
 今年度の新たな取り組みとして、ＩＣレコーダーを活用
した言語活動が挙げられる。英語科では、ＩＣレコーダー
を 20 台購入し、生徒の音読活動やスピーチ発表に向けて
の練習、ペアでのコミュニケーション活動などを録音し、
音声ポートフォリオのような形で蓄積してきた。自分自身
の発話を客観的に聞いて確認することで、言語形式を意識
したり、相手への質問や応答を工夫したりすることができ
るようになった。このように、ＩＣＴ機器の台数が限られ
ていても、効率よく活用することができるのも、少人数指
導のメリットである。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ ＩＣレコーダーを活用したペア活動の様子 
 
英作文やノートなどの提出物については、一人の教師が
点検する分量が一斉指導に比べて半分になるので、時間を
かけて丁寧に添削指導をすることができる。さらに、スピ
ーチ発表の際には、少人数ではなく合同クラスで授業を行
い、２人の指導者がそれぞれルーブリックに基づいてクラ
ス全員の評価をすることで、指導者の主観ではなく、より
信頼性の高い評価を可能にした。 
 
３ まとめ 
 今年度は従来の３年生から１年生に少人数指導の学年
を変更し、入門期の英語指導を強化してきた。過年度との
単純比較は難しいため、その成果がどれほどのものかにつ
いては定かではないが、指導者の実感として、生徒一人ひ
とりのつまずきを見出しやすく、適切なアドバイスを与え
ることができた。早い時期にしっかりと基礎を固めること
で、さらなる英語力の向上につながるだろう。今後の課題
としては、教員間の情報共有が挙げられる。扱う言語活動
だけでなく、定期テストや小テスト、パフォーマンス課題
等において、クラス間で差が生まれないように、扱う内容
や日程、評価規準等について、各担当同士で事前に細かく
打ち合わせる必要がある。少人数指導のあり方についてさ
らなる実践研究を継続していきたい。 
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